
    函館市立旭岡中学校 基本ガイド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8:00  8:20  8:25   8:40             12:30  13:00  13:20      15:10  15:20 15:30       17:30(18:00 には下校完了) / 10月～３月は 17：00活動終了、17：30下校完了 

日課表(令和５年度)  登 校  朝読書  朝の会  1 教時 2 教時 3 教時 4 教時  給食  昼休み  5 教時 6 教時  帰りの会  清掃  下校（部活他放課後活動）      ＊職員の基本勤務時間は、8:00-16:30 です。 

学校生活スローガン 

自律・感謝・貢献 
 

●生活ノートの活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域･関係機関連携 

・小中合同学校運営協議会(ｺﾐｭﾆ 

ﾃｨ･ｽｸｰﾙ=CS)による地域連携 

・小中養による異校種間交流 

・小養、町会との地域クリーン活動 

・養護老人ホームとの連携活動 

・児童館,図書館,交番等との連携 

・学校だよりの地域への全戸配布 

・HP 活用(右上 QR コードかアドレス) 

 

 

 

上靴・その他の持ち物 

上靴 白、購入先：生協旭岡店他 

・外靴の指定はありませんが、外での体育時 

には運動に適した靴で登校して下さい。 

                     上 

                
＊携帯電話・スマホ等の持込は原 

則認めておりません。 

保健室から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

欠席などの連絡 

 

 

 

 

 

登校 8:00-8:20(以後遅刻扱い) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制服/ジャージ 

 

 

 

 

 

 

登校 8:00-8:15(20 朝読書開始) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭学習 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援教育 

 

 

 

 

 

 

 

学習スタイル 

 

 

 

 

 

 

災害時等の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

頼りになるサポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特色ある活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

R５年度 主な行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

部 活 動 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習の心得 

旭岡中スタンダードとして 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

･応急手当、経過観察を行います。 

･心身の健康相談にも応じます。 

･学校生活、特に学習活動が困難な 

場合､早退連絡をさせていただきます｡ 

・緊急と判断した場合、保護者への連 

絡以前に 119 番することもあります。 

※登校から下校までは「スポーツ振興 

センター」の対象になります。ケガ等 

で病院にかかったらご連絡下さい。 

〒042-0915函館市西旭岡町３丁目５番地   TEL50-3609  FAX 50-4412 

 

お悩みはお気軽に学校にご相談下さい 

学校 職員以外に、専門のＳＣ(ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ) 

とも相談できます。（窓口担当＝教頭） 

その他 

【経済的な相談】 就学援助（窓口担当＝事務） 

・函館市保健福祉部生活支援課：21-3283 

【子育て相談】 

・函館市南北海道教育センター：57-8251 

・函館市子ども未来部子育て支援課：21-3267 

・函館児童相談所：54-4152 

【いじめなどの相談】 

・はこだてｲｼﾞﾒ SOS ﾀﾞﾞｲﾔﾙ：57-3009 

・子どもの人権 110番：0120-007-110 

●欠席・遅刻・早退などの連絡は、 

できるだけ 7:50-8:10 の間にお 

願いします。 

●連絡がない場合、ご家庭（通じ 

ない際には勤務先等）へ連絡 

する場合もあります。 

 

登校。 

～多様な学びの提供～ 

・特別支援学級と連携･連動した通級 

指導及び共同学習の実施 

･配慮を要する生徒等への生徒支援委 

員会を中心とした組織的取組 

・個別の学習支援･SC・SSW・市教委サポー

トチーム等外部機関との連携他 

･合理的配慮とユニバーサルデザイ 

ンにもとづく実践 

・学年団全員担任意識体制 

・朝読書での凜とした１日のスタート 

・英数での習熟度授業実践 

・補充学習(長期休業・放課後) 

・行事や生徒会活動での異学年交流 

・体験学習(ノーマリー,職業,着付け他） 

･防犯,情報モラル,健康(食育・がん

教育)教室  

・特別支援教育(合理的配慮他)推進 

・小学校や養護学校との交流 

・外部支援者活用(SC.･ALT･部活・学校司書他) 

生活の心得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動時間】 

･平日２時間、休日３時間を基本と

する。夏期は 17 時 3０分、冬期は

17 時に活動終了。 

【適切な休養日等の設定】 

･国のガイドラインに従い、土日のどちら 

か 1 日を含む週 2 日以上の休養日 

を設定する。 

ネットモラル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習用具(教材) 

 

 

 

 

 

 

自ら考え学び  自己実現できる人  （自律） 

自他を敬愛し  ともに生きる人    （感謝）  

心身を磨き 社会形成に参画する人 （貢献）   

ネット三箇条(函館市生徒会協議会) 

･友達と家族の直接的なつながりを大切にします 

･相手の気持ち考え、人を傷つける使い方はしません 

･使用時間は 2 時間まで、夜 11 時前にはやめます 

旭岡中オリジナル(旭岡中生徒会) 

ネットとソーシャルディスタンス 

～やりすぎず！人に優しく！有効活用！ 

＊勉強時間を越えず睡眠時間を確保した 

使い方をしよう。 

●野球・バドミントン・サッカー 

●リコーダー・コンピュータ

ン部 

生活マネジメント能力の育成 

･持ち物や宿題の確認、家庭学習時間 

の記録や 1 行日記(1 日の振り返り)など 

を行い、担任(副 

担任)との交流を 

図っています。 

 

４月 入学式･始業式･実力テスト  

参観日･PTA総会 

５月 3年修学旅行・体育祭 

６月 教育相談①・中体連各種大会 

７月 二者面談・定期テスト① 

小中養地域クリーンデー 

８月 2年校外研修･1,2年実力テスト 

９月 文化祭 

10月 教育相談②・１年職場体験 

11月 定期テスト②・日曜参観 

12月 二者・三者(3年)面談 

 ２月 実力テスト・定期テスト③(1，2年) 

 ３月 卒業式・修了式 

＊コロナ感染状況等によっては変更あり 

制 服 

･標準学生服、セーラー・スカート 

・指定ｼﾞｬｰｼﾞ・T ｼｬﾂ(価格･購入先等別紙参照) 

学校指定時(体育授業,健康診断,体育的行 

事部活動等で着用)。T シャツ下着兼用可。 
 

※ジェンダーフリーをはじめ，感染症予防や気 

温等の変化に応じて柔軟に対応します(気 

軽にご相談下さい，また別途ご案内します) 

 

 

 

 

【安心メール加入を推奨】 

･災害時の連絡をはじめ、臨時休業や 

登下校時間の変更、不審者情報な 

どを配信しています（随時加入可） 

・万が一、メールや電話が使用できな 

い場合は、玄関前や児童館などに掲 

示いたします。 

※授業中に災害被害を受けた際には, 

生徒を校舎内外で守り、保護者に迎

えに来ていただく場合もあります。 

令和５年度  【重点教育目標】 自ら考え，判断し，表現できる生徒の育成 

生 

 

活 

 

学 

 

習 

社会に出るための基本を身につけよう 

【校内】 

・「ゆとり・安心・安全」な登下校 

・学習に適した清潔感ある身だしなみ     

・時場相手に応じた挨拶・言葉遣い 等 

【校外】 

･友人宅への外泊禁止ほか全市共通 

内容あり      （その他別紙参照） 

 

そ

の

他 

Ⅰ 持ち物は事前にチェックしよう。学 

習用具の貸し借りはなしです。 

Ⅱ チャイム前に席に着き、机上に必 

要用具を整理整頓しておこう。 

Ⅱ 発言は挙手し指名されてから答え 

よう。また、「はい」と返事をしよう。 

Ⅳ 発言・発表者に聞く姿勢をとり、 

学び合う雰囲気を作ろう。 

◆不審者・暴力等は、即 110 番 

◆虐待通告 ～法にもとづく 

靴は靴箱に入る大きさ 
高さ 33cm、奥行 30cm幅

27cm 

＜生徒一人一人の可能性を引き出し、多様な学びの機会を保障する＞ 

学習用具の持ち帰り及び負担軽減の取組 

･学習用具の持ち帰りについては、各自 

の判断を基本とします(生徒会との協 

議事項)=自主的・計画的に準備する 

（軽量化/自己判断力の育成へ） 
 

*手ぶら･空バッグは NG 

*生徒会や教科担から助言や指導あり 

*長期休業中は全用具持ち帰ります 

教

育

目

標 

毎日の家庭学習を推奨しています 

～家庭学習の習慣化に向けて～ 

【時間】一般的には小学校○年×10 分 

＊中１(7年生とおさえ) ＝ 70分 

＊中２(8年生とおさえ) ＝ 80分 

＊中３(9年生とおさえ) ＝ 90分 

 【内容】前時の復習と次時の予習、宿題、 

 【その他】あくまでも目安です。スマホ片手の長時間より 

短時間集中型の方が良いはずです。また、テスト前や 

入試時期には上記以上の取組が求められます。 

テスト前 

 

 

 
HP  https://member-asahioka-jh.edumap.jp 

 

主体的・対話的で深い学びの実現 

個別最適な学び 

～ 端末機器(クロームブック)等も活

用して個人思考を広げます。 

協働的な学び 

～ グループ協議（対話）の場を設 

定し、他者の考えに触れ、自分

の学びを深めます。 
 

＊上記のような学習を多く取り入れます。 


